
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
模擬試験

模擬試験の実施

第 15 週
関数

日付、時刻関数

第 16 週
シートをブックの操作

シートの指定、削除、コピーとブックの挿入、保存。

第 13 週
ステートメント１

for　Next　ステートメント

第 14 週
ステートメント２

ifステートメント、withステートメント

第 11 週
変数と定数

変数宣言の仕方、変数の名前、変数への代入方法

第 12 週
セルの操作

rangeとcellsの使い方、valueプロパティの使い方

第 9 週
モジュールとプロシージャ

モジュールとはプロシージャとは何か

第 10 週
VBAの構文

オブジェクト式の書き方

第 7 週
マクロとVBAの概念

マクロとはVBAとは何か

第 8 週
マクロ記録

マクロの記録機能とは何か

第 5 週
ファイル操作

作成されたファイルをすぐに取り出せるようするための整理整頓術

第 6 週
Excel365VBA概論

VBAの概要を解説

日本の小中高のICT教育の現状を学ぶ

第 3 週
業務効率化と業務管理

無駄を省き、生産性を高め、効率よく業務を進めるためには

第 4 週
マイクロソフト各種アプリの利用

各種アプリの特徴を学び、適切にそれぞれのアプリの利用する方法を学ぶ

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
ICTリテラシーとは

ITとICTの違いを解説

第 2 週
日本のICT教育の現状

100%

実習課題の提出、模擬試験の結果に応じて評価を行う。達成度に応じて５段階評価のA～Eまでの評価を与える。

授業外における学修 特になし

教科書・教材 なし

20% 課題評価 80% 平常評価 0% 合計

授業方法
パソコン、Excel365、担当教員作成の演習問題によるパソコン実習。マクロ記録機能の

ノーコードではなく、VBEを使用したコーディングの授業を行う。

実務家教員による
実践的教育の内容

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
マイクロソフトオフィスなど各種ソフトウェアを利用し、業務管理と業務効率化を図ることの出来る技術習得を目指す。特に
エクセルを用いた自動化処理（VBA）の技術を習得する。

到達目標
・Excel VBA べーシックの取得を目指す。

・受講者には実習課題の提出と模擬試験を実施する。模擬試験は本試験と同等レベルとなる。

・その結果で目標が達成されたかを判定する。

教員の実務経験 無 実務経験職種

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

前期

必修/選択区分 必修 授業形態 講義

担当教員 坂本　啓司

2025

科目名 ＩＣＴリテラシーⅠ 科目コード B610

授業時間/週 3 時間/週 年次 2年 学期


